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【事前説明】知っておきたい専門用語 

• ＬＣＣ:Low Cost Carrier(格安航空会社) 

• ＦＳＣ:Full Service Carrier(レガシーキャリアー) 

• ＨＹＤ:Hybrid Carrier(中堅航空会社) 

• Alliance:「同盟」「連携」 

• Mileage:もともとは走行距離を表す単位 

• Codeshare:1つの運航便に対し複数社で運航
便名をシェアして「共同運航」とすること 

• Revenue:運賃収入 

• PBB:PassengerBoardingBridge(搭乗橋) 

 

*販売形式/精算方法は 
会社間契約により異なる 



FSCとLCCとAlliance 

100年近い歴史と経験が 
生み出す安心感 

VS 
20年そこそこだが 
若さと価格で勝負 

マーケットは2分化された中で 
新たな動きもある！ 

*出典：STARALLIANCE/OneWorld 



HYD(ハイブリッドエアライン) 
格安ではないが 

突き抜けた特徴とブランド力 

マーケットの線引きは 
あいまいになりつつある 

多様化する時代のニーズにあわせて提供する「価値」を明確にしていく 



そもそも「LCC」とは？ 

• 単一機種で統一 

• 単一路線の多頻度運航 

• ローカル空港を使用 

• PBBを使わない 

• 航空券はWEB販売 

• 一度により多くの旅客を運ぶ 

• 安全に関わる必要最低限のサービスと設備 

• 付加価値に対する各種手数料を設定 

上記に該当することで「運賃は格安」で運ぶ（べる）前提 



一目で分かるその違い 

国内での一例 PEACH STARFLYER ANA 

単一機種
(A320/321) 

○ ○ × 

単一路線 × △ × 

ローカル空港 ○ △ × 

PBB不使用 △ △ × 

WEB販売 ○ △ △ 

座席数(A320) 180席 150席 160席 

無料受託手荷物 7kg 20kg 20kg 

該当3項目+厳しい条件 該当0項目+優しい条件 

そのサービスはLCC概念に該当するか 

*出典：ANA SKY WEB/Peach Aviation 



今も残る、最初に実現した会社はどこ？ 
アメリカ（サウスウエスト航空/WN） 日本（スカイマークエアラインズ/BC） 

1971年 
運航開始 

1998年 
運航開始 

FSCとの差別化を明確にしないと淘汰されてしまう 

• 単一機種で統一 

• 単一路線の多頻度運航 

• ローカル空港を使用 

• PBBを使わない 

• 航空券はWEB販売 

• 一度により多くの旅客を運ぶ 

• 安全に関わる必要最低限のサービスと設備 

• 付加価値に対する各種手数料を設定 

→ＷＮ：○ →ＢＣ：× 

→ＷＮ：○ →ＢＣ：×  

→ＷＮ：○ →ＢＣ：× 

→ＷＮ：○ →ＢＣ：× 

→ＷＮ：○ →ＢＣ：× 

→ＷＮ：○ →ＢＣ：○ 

→ＷＮ：○ →ＢＣ：× 

→ＷＮ：× →ＢＣ：○ 

 

体
力
の
あ
る
大
手
が 

運
賃
を
下
げ
て
き
た
ら 

負
け
て
し
ま
う 



世界に広がるLCC 

アジア 
LCC:46 
FSC:22 

オセアニア 
LCC:2 
FSC:4 

北米 
LCC:11 
FSC:5 

ヨーロッパ 
LCC:23 
FSC:21 

南米 
LCC:9 
FSC:4 

中東 
LCC:7 
FSC:8 

アフリカ 
LCC:7 
FSC:4 

※ここでいうLCCにはHYDを含まない、またFSCにはグループ社としてカウントは1とした 

日本 
LCC:5 
FSC:2 

うち 

■ヨーロッパの特徴 
各国の国土が狭く鉄道網 
が発達しているため 
中長距離国際線が多い 

■北米の特徴 
各国の国土が広く鉄道網 

が未成熟のため 
国内線が多い 

■アジアの特徴 
各国の国土が狭く 
島国なども多いため 
国際線が多い 

■オセアニアの特徴 
鉄道網が未成熟 
かつ島国なども多い 
来訪に頼る市場のため 

競争が少ない 

■中東の特徴 
オイルマネーで潤う 
豊かな国が多いため 

FSCが優位で勢いがある 

■アフリカの特徴 
もともとヨーロッパ勢の 
支配下にあったため 
出遅れ感がある 

■南米の特徴 
グローバルサウスなど 
経済での勢いがある中で 
航空機性能が上がっている 
ため直行便需要が急増中 



LCCなど新興航空会社の運営と考え方 

• とにかく回数を多く飛ばす 

• とにかく旅客を多く乗せる 

• 運航する時間帯を選ばない 

• PBB/プッシュバック/清掃会社を使わない 

• 航空券/チェックインはできる限りシステム多用 

• 運用というイレギュラーを認めない 

• ペナルティには厳格に対応 

• ニーズにあわせた運賃種別を分析 

サービス内容、運航の実態、その存在のアピールや認知度のUPが必須 



LCCとFSCの利用実績と傾向 一例 

*出典：JETSTAR(Press Release)/ANA SKY WEB 



この先も注目されるLCC(利用実績) 
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スターフライヤーを知っていますか？ 

大手(FSC)との違いや大手に無いサービスを明確にしていきます 



機内の特徴は？ 

スターフライヤー 日本航空 

ソラシドエア スカイマーク 

80cm程度が主流
になってきました 



就航地はどこ？ 



初フライトはいつ？ 



実は今が『踏ん張りどころ』です 



私がしてきたこと 

運賃設定とレベニューコントロール 

大阪で支店長として活躍 

福岡で支店長として活躍 

「売れる」運賃の設定と販売座席コントロール 



各種メディアにも取上げられました 



これからも、もっと新しいことに挑戦 

でも、これ何のためにやっているの？ 



それは、お客様に「選ばれるため」 



お客様の選択肢が増える＝便利になる 

【答え】 
①百貨店 
 
②スーパー 
 
③コンビニ 

選
べ
る
方
が
便
利
だ
よ
ね 



飛行機だって「選びたい」 

【答え】 
①便数 
 
②値段 
 
③快適さ 

選
べ
る
方
が
便
利
だ
よ
ね 



飛行機だって「選びたい」 

簡素 豪華 

安価 高価 

1日 
20便 
程度 

1日 
10便 
程度 

1日 
6便 
程度 

大人普通運賃＠5万円程度 

大人普通運賃＠2万円程度 

大人普通運賃＠4万円程度 

一般的には運賃額に比例して 

■利便性が高まる 
■おもてなしが手厚い 
■付加価値が高い 

ＦＳＣとは？ 

ＬＣＣとは？ 



ホテルだって「選びたい」 

簡素 豪華 

安価 高価 
シティホテル系 

1室一泊＠10万円程度 

1室一泊＠1万円程度 

1室一泊＠3万円程度 

ラグジュアリーホテル系 

ﾋﾞｼﾞﾈｽホテル系 

一般的には利用額に比例して 

■利便性が高まる 
■おもてなしが手厚い 
■付加価値が高い 

Full Service 
を求めますか 

Low Cost を求めますか 



与えられた業務の中にも 
まだまだできることがある 

• 【運航】より快適に 

• 【運送】より楽しめる 

• 【整備】より正確に 

• 【営業】より安く 

• 【企画】より便利に 

• 【経営】環境に配慮 

ライバル会社は 
もっとすごいこと 
を考えている!! 

考え方の一例 
もっと! の 



クイズ①：新しい「必要なサイン」とは？ 

運送部門の 
アイディア!! 



クイズ②：他社にない自分達らしさとは？ 

企画部門の 
アイディア!! 



 

• 「選んでよかった！」と言ってもらえる仕事をしよう 

 

• 「あなたじゃないとダメなんだ」と言ってもらおう 

 

• 「仕事」と「給料」はお客様からしか得られない 

 

 

あなたの会社がお客様から選ばれるため
あなたにできることがきっとある!! 



 

 

 

 

 

 

 

本日はお招きいだきまして、ありがとうございました。 

踏ん張りどころのスターフライヤーに 
あなたの「若い力」を貸してください! 

■2024年4-6月では国土交通省航空局（JCAB）調べによる国内「定時出発率第一位」 


